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集4〜5 平成31年度  新潟県公民館連合会基本方針・事業計画（案）

２……… トピックス 「第41回全国公民館研究集会　第59回関東甲信越静公民館研究大会栃木大会の開催について」

３……… 視 点 「地域のために」　新潟市中央公民館長　浅間　直美
ひ ろ ば 「学びの郷南魚沼プラン」　南魚沼市中央公民館　前館長　佐藤　　弘
掲 示 板 「関東ブロック会議予定」「公民館総合補償制度の申し込み」

6……… 実践記録シリーズ 「シニアCafe ～市内各地の自然・文化に触れ、小千谷のよさを発見しよう！～」　小千谷市公民館

7……… サークル交流 「あせらず、ゆっくり、楽しみながら」（阿賀町）／「アナログの響き再び」（新潟市）
素 顔 拝 見 髙橋　精一さん（上越市）／宮下　純一さん（聖籠町）

８……… お元気ですか 「新たな視点で活動を！」　津南町・石澤憲一郎さん
ネットワーク 「生涯学習推進職員のための「基礎研修会」開催」

シニア教室「みんなで楽しく健康運動教室」（加茂市）
元プロキックボクサーの『塚野真一様を講師に迎え、楽しく運動をしました。



2２月27日㈬　第70回県公民館大会準備会　新発田市生涯学習センター　事務局２名参加 ひとくち情報
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41
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館
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集
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第
59
回
関
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静
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館
研
究
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会
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木
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催
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い
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新潟市西区平島1301番地 中野プラザ107　新潟県公民館連合会 025-266-7711950-2004

公民館月報　定価１部160円　年間1,920円（いずれも送料含む）

「新潟県公民館月報」　毎月 15 日発行
いつでも申込み受付中

　
令
和
元
年
度
の
第
41
回
全
国
公
民

館
研
究
集
会・
第
59
回
関
東
甲
信
越

静
公
民
館
研
究
大
会
栃
木
大
会
は
、

栃
木
県
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
昨
年
は
７
年
に
一
度
の
首
都
圏

大
会
と
い
う
こ
と
で
東
京
都
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、今
年
度
か
ら
全
国

大
会
と
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
同
時
開
催

と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
役
割
や
地

域
づ
く
り
の
方
策
に
つ
い
て
考
え
る

良
い
機
会
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
か
ら
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

１　
大
会
開
催
日

　
令
和
元
年

　
　
８
月
22
日（
木
）～
23
日（
金
）

２　
大
会
テ
ー
マ

　
「�
公
民
館
か
ら
発
信
す
る
地
域
づ

く
り
」
～
地
域
課
題
解
決
を
と

お
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
目
指
し
て
～

３　
内
容

〈
全
体
会
〉

　
８
月
22
日（
木
）12：00
～
16：00

　
会
場
：
宇
都
宮
市
文
化
会
館

　
開
会
行
事
、基
調
講
演

○
今
後
の
開
催
予
定

○�

５
月
17
日（
金
）に
開
催
さ
れ
る
第

１
回
評
議
員
会
で
、開
催
案
内
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、正
式
に
開
催
要
項
、参
加
申
込

書
が
届
い
た
ら
各
市
町
村
に
配
布

い
た
し
ま
す
。�

（
広
瀬
）

〈
分
科
会
〉

　
８
月
23
日（
金
）　
９：00
～
12：00

　
会
場
：�

宇
都
宮
市
中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
宇
都
宮
共
和
大
学

４　
分
科
会
と
分
科
会
内
容

　
第
１
分
科
会
高
齢
者・シ
ニ
ア

　
第
２
分
科
会
壮
年

　
第
３
分
科
会
子
ど
も・若
者

　
第
４
分
科
会
家
庭・学
校・

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
連
携

　
第
５
分
科
会
地
域
文
化
伝
承

　
第
６
分
科
会
人
権
教
育

　
第
７
分
科
会
公
民
館
の
存
在
意
義

　
第
８
分
科
会
地
域
課
題
１

　

�

（
教
育
分
野
）

　
第
９
分
科
会
地
域
課
題
２

　

�
（
諸
問
題
）

・�

新
潟
県
か
ら
は
、第
５
分
科
会（
地

域
文
化
伝
承
）で
上
越
市
牧
地
区

公
民
館
が
事
例
発
表
を
行
う
予
定

で
す
。

年　度 回　数 開  催  県
令和元 59 栃　　木
令和２ 60 千　　葉
令和３ 61 山　　梨
令和４ 62 静　　岡
令和５ 63 茨　　城
令和６ 64 長　　野
令和７ 全国東京大会
令和８ 65 新　　潟
令和９ 66 埼　　玉
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3 ひとくち情報 ３月５日㈫　にいがた県民フォーラム2019打ち合わせ会　県生涯学習推進センター　事務局長参加

ひろばひろば

掲示板 HOT NEWS

＜関東ブロック会議予定＞
第１回理事会
・日時　令和元年５月28日 ( 火 )
・会場　栃木県宇都宮市
　　ア　令和元年度役員及び事務局について
　　イ　令和元年度事業計画（案）及び予算（案）について
　　ウ　�第59回関東甲信越静公民館研究大会栃木大会

について
　　エ　関東甲信越静公民館連絡協議会表彰について

　　オ　その他

<公民館>総合補償制度の申し込み
　公民館活動の事故等を補償する「公民館総合補償制度」
の申し込みが５月１日 ( 水 ) から始まります。適用は１
年間です。毎月１日に随時加入申し込みができますが、
申し込みは早めに。
　問い合わせは　県公連事務局 (025-266-7711)
または、エコー総合補償サービス（株）（0120-636-717）

「関東ブロック会議予定」「公民館総合補償制度の申し込み」

　
南
魚
沼
市
の
公
民
館
で
は
、「
学
び

の
郷
南
魚
沼
プ
ラ
ン
」を
も
と
に
市

民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
学
び
の
郷
南
魚
沼
プ
ラ
ン
」と

は
、「
学
び
あ
い・
教
え
あ
い・
伝
え
あ

い・
そ
し
て
輝
く・
わ
た
し
と
地
域
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、市
民
が
主
役

と
な
り
持
続
可
能
な
平
和
で
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、次
世
代
へ

と
つ
な
げ
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た
生

涯
学
習
プ
ラ
ン
で
す
。

　

平
成
29
年
度
に
は
事
業
開
催
の
た

め
に
、市
民
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
協
力
し
て
も
ら
い
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。そ
し
て
、平
成
30
年
度
に

は
、学
び
の
郷
南
魚
沼
を
市
民
に
周

知
す
る
た
め
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
中

に
は
、講
演
会
や
座
学
だ
け
で
は
な

く
、登
山
や
地
域
の
宝
再
発
見
ツ

ア
ー
な
ど
の
体
験
学
習
と
い
っ
た

様
々
な
学
習
活
動
延
べ
96
回
を
12
月

ま
で
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

学
び
の
郷
南
魚
沼
で
は
、個
人
、団

体
、企
業
を
問
わ
ず
地
域
の
皆
様
か

ら
の
様
々
な
企
画
を
募
集
し
、「
こ

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
」「
学

び
た
い
」と
い
っ
た
意
見
集
約
を
行

い
、事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、公
民
館
が
支
援
し
な
が
ら
市

民
自
身
で「
学
び
た
い
」事
業
を
実
施

す
る「
連
携
協
働
型
の
生
涯
学
習
シ

ス
テ
ム
」へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

新潟市中央公民館長
浅間　直美

「
地
域
の
た
め
に
」

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、研
修
の
当
日

だ
け
で
な
く
、そ
の
後
も
何
度
か
集

ま
り
、管
理
者
で
あ
る
館
長
た
ち
で

日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
や
思
い
を
ま

と
め
た
り
、事
業
担
当
者
が
互
い
の

館
の
事
業
を
見
学
し
事
業
の
在
り
方

を
研
究
し
た
り
、施
設
管
理
や
窓
口

業
務
担
当
者
が
日
頃
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
を
意

見
交
換
す
る
な
ど
、多
様
な
テ
ー
マ

で
研
修
は
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

多
く
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
、職
員
は
積

極
的
に
地
域
に
出
向
き
、事
業
を
精

査
し
な
が
ら
地
域
の
課
題
解
決
に
取

り
組
も
う
、と
い
う
報
告
が
あ
り
、公

民
館
が
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
か
ど

う
か
は
、職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識

と
行
動
力
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
、

と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
、自
治

体
の
財
源
不
足
、さ
ら
に
は
公
民
館

の
予
算
減
、人
員
減
な
ど
多
く
の

ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か

ら
も
利
用
者
の
方
た
ち
の
お
力
を
借

り
な
が
ら
、地
域
が
元
気
に
な
る
た

め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

公
民
館
に
は「
つ
ど
う
・
ま
な

ぶ
・
む
す
ぶ
」と
い
っ
た
役
割
が
あ

り
ま
す
が
、地
域
が
公
民
館
に
期

待
す
る
役
割
は
公
民
館
の
数
だ
け

あ
り
ま
す
。

　

新
潟
市
の
公
民
館
は
、平
成
22
年

に
、「
公
民
館
職
員
は
地
域
に
出
か

け
、一
緒
に
取
り
組
み
、地
域
を
元
気

に
し
ま
す
」と
宣
言
し
、以
降
、公
民

館
改
革
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
職
員
全
員
が
14
グ

「学びの郷南魚沼プラン」
南魚沼市中央公民館　　

前館長　佐藤　　弘
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特
集

基
本
方
針

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、人
口
減
少
の
進
行
や
人
生
１
０
０
年

時
代
の
到
来
な
ど
、社
会
の
大
き
な
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、行
財
政
改
革
や
市
町
村
合
併
な
ど
様
々
な
動

向
に
大
き
く
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、公
民
館
は
地
域
住
民
の

社
会
教
育
を
推
進
す
る
拠
点
施
設
と
し
て
、ま
た
、地
域
づ
く

り
・
人
づ
く
り
の
中
核
的
機
関
と
し
て
、地
域
住
民
や
関
係
者

の
熱
い
努
力
に
よ
り
支
え
ら
れ
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、近
年
は
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、各
市
町
村
で
は
社

会
教
育
施
設
の
老
朽
化
や
統
廃
合
、指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、

事
業
の
見
直
し
、予
算･

職
員
の
削
減
等
、公
民
館
を
取
り
巻
く

状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、国
の
生
涯
学
習
組

織
改
編
や
所
管
が
教
育
委
員
会
か
ら
首
長
部
局
へ
の
移
管
が
可

能
に
な
る
等
、公
民
館
の
意
義
や
役
割
そ
の
も
の
が
岐
路･

転

換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
受
け
止
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、公
民
館
の
歴
史
や
伝
統
を
誇
り
と
し
つ
つ
、

改
め
て
地
域
課
題
や
地
域
住
民
の
暮
ら
し
に
即
応
し
て
、柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
公
民
館
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、多
く
の
関
係
機
関
や
関
係
者
と
積
極
的
・
柔
軟
に
連

携
・
協
働
し
て
、強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
の
運
営
で
は
、地
域
の
課
題
を
は
じ
め

と
し
て
、生
命
、健
康
、人
権
、家
庭
・
家
族
、地
域
の
連
帯
、ま
ち

づ
く
り
、少
子
・
高
齢
化
社
会
、男
女
共
同
参
画
社
会
、国
際
理

解
、環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
現
代
的
な
課
題
を
と
り
あ
げ
、事

業
と
し
て
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、公
民
館
が
、い
つ
で
も
、ど

こ
で
も
、だ
れ
で
も
、公
民
館
が
地
域
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
存
在
と
な
る
よ
う
、「
公
民
館
力
」を
よ
り
一
層
向
上
さ

せ
る
工
夫
と
努
力
が
必
要
で
す
。

　

県
公
民
館
連
合
会
は「
公
民
館
力
」の
向
上
の
た
め
に
、県
大

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
各
地
区
研
修
会
の
開
催
を
支
援
し
、

職
員
の
資
質
向
上
、組
織
の
一
層
の
結
束
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

各
公
民
館
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
各
種
情
報
提
供
に
努

め
、関
係
機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

運
営
面
で
は
、財
政
運
営
の
健
全
化
を
進
め
、負
担
金
や
事
業
の

見
直
し
な
ど
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
主

と
し
て
、さ
ら
に
、公
民
館
が
生
涯
学
習
推
進
の
中
核
施
設
と
し

て
学
び
の
拠
点
、地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
一

層
重
要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
、各
行
政
機
関
・
組
織
と
連
携

し
、地
域
住
民
の
理
解
・
協
力
を
得
な
が
ら
、次
の
５
点
を
重
点

事
業
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
（
１
）関
係
組
織
と
の
連
携
強
化

　
（
２
）職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
研
修
事
業
の
実
施

　
（
３
）情
報
収
集
の
充
実
、提
供

　
（
４
）主
催
事
業
、関
係
事
業
の
実
施
と
支
援

　
（
５
）本
会
運
営
上
の
財
政
基
盤
の
見
直
し

重
点
事
業

１　
関
係
組
織
と
の
連
携
強
化

　
関
係
組
織
と
の
連
携
強
化
を
図
る
、

　
（
１
）全
国
公
民
館
連
合
会
研
修
等
諸
事
業
へ
の
参
加
・
協
力

　
（
２
）�関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
、本
大

会
の
運
営
協
力

　
（
３
）新
潟
県
社
会
教
育
団
体
懇
話
会
と
の
連
携　

　
（
４
）�新
潟
県
社
会
教
育
行
政
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
、事

業
へ
の
参
加
・
協
力

２　
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
研
修
事
業
の
実
施

　

上
・
中
・
下
越
地
区
公
連
・
新
潟
市
研
修
会
の
共
催
及
び
県

立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業
へ
の
参
加
に
よ
り
、

効
率
的
な
研
修
を
推
進
し
、職
員
の
専
門
的
知
識
・
技
能
の
向

上
を
図
る
。

　
（
１
）�上
・
中
・
下
越
公
連
・
新
潟
市
の
職
員
、公
運
審
委
員

等
の
研
修
の
実
施

　
（
２
）公
民
館
長
、職
員
の
専
門
性
・
資
質
向
上
研
修
の
実
施

　
（
３
）�県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業
へ
の
積
極

的
な
参
加

　
（
４
）�全
国
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー
研
修
会
へ
県
内
公
民
館
職
員
の

参
加
推
薦

　
（
５
）研
修
資
料
の
作
成
・
提
供

３　
情
報
収
集
の
充
実
、提
供

　

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
・
開
発
に
関
す
る
情
報
の
相
互
交

換
に
よ
り
、公
民
館
事
業
の
活
性
化
に
努
め
る
。

　
（
１
）�新
潟
県
公
民
館
月
報
の
販
売
促
進
と
紙
面
内
容
の
さ
ら

な
る
充
実

　
（
２
）�全
公
連
の
情
報
を
得
な
が
ら
、関
ブ
ロ
公
連
、地
区
公
連

と
の
情
報
交
換
の
促
進

　
（
３
）研
修
資
料
等
の
作
成
・
提
供

　
（
４
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

№794（第３種郵便物認可） � 平成31年４月15日 
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①�

発
行
済
み（
前
年
度
ま
で
）の
新
潟
県
公
民
館
月
報
の

デ
ー
タ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
　
　
②
適
切
な
情
報
更
新

　
　
　
　

�
役
員
・
組
織
、規
約
、地
区
事
業
紹
介
、各
種
大
会
等

計
画
・
参
加
申
込
み
等

　
　
　
　
公
民
館
名
鑑
、実
践
事
例
集
の
公
開　

　
（
５
）�70
周
年
記
念
誌
の
作
成（
50
周
年
以
降
の
歩
み
）

４　
主
催
事
業
、関
係
事
業
の
実
施
と
支
援

　

県
公
民
館
大
会
の
開
催
、関
東
甲
信
越
静
・
全
国
公
民
館
大

会
開
催
協
力
、各
地
区
公
連
研
修
会
の
開
催
と
支
援

５　
本
会
運
営
上
の
財
政
基
盤
の
見
直
し

　
（
１
）�新
潟
県
市
長
会
、町
村
会
及
び
全
国
公
民
館
連
合
会
へ

の
援
助
・
要
望

　
（
２
）負
担
金
見
直
し
検
討
委
員
会
の
活
動
継
続

　
（
３
）事
務
局
移
転
の
検
討

事
業
計
画

１　
役
員
会

　
（
１
）評
議
員
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
年
２
回

　
　
　
①
５
月
17
日（
金
）新
潟
市

　
　
　
②
２
月
12
日（
水
）新
潟
市（
令
和
２
年
）

　
（
２
）理
事
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
年
３
回

　
　
　
①
５
月
17
日（
金
）新
潟
市

　
　
　
②
６
月
７
日（
金
）新
潟
市

　
　
　
③
２
月
12
日（
水
）新
潟
市（
令
和
２
年
）

　
（
３
）監
事
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
５
月
８
日（
水
）新
潟
市

　
（
４
）正
副
会
長
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
必
要
に
応
じ
て

２　
専
門
委
員
会

　
（
１
）公
民
館
月
報
編
集
委
員
会
……
…
年
２
回（
７
月
、２
月
）

　
　
　
委
員
は
各
地
区
か
ら
選
出
の
８
名
で
構
成

　
（
２
）負
担
金
見
直
し
検
討
委
員
会
……
令
和
元
年
度　
年
２
回

　
　
　
　
委
員
は
理
事
９
名
で
構
成

　
　
　
　
　
①
６
月
７
日（
金
）新
潟
市

　
　
　
　
　
②
予
備
日　
未
定

３　
上
部
組
織
連
絡
会
議
・
研
修
会

　
（
１
）�全
国
公
民
館
連
合
会
総
会
……
…
…
…
…
…
…
…
年
１
回

　
　
　
会
長
、事
務
局
長
出
席

　
（
２
）�関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
会
…
年
２
回

　
　
　
会
長
、事
務
局
長
出
席

　
（
３
）関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
研
修
会
……
年
１
回

　
　
　
会
長
、事
務
局
長
出
席

４　
大
会
、研
修
会
、講
習
会
へ
の
参
加

　
（
１
）地
区
公
民
館
大
会
、研
修
会

　
　
　
～
上
・
中
・
下
越
・
新
潟
市　
ブ
ロ
ッ
ク
別
実
施
～

　
（
２
）第
70
回
新
潟
県
公
民
館
大
会

　
　
　
　
令
和
元
年
７
月
19
日（
金
）新
発
田
市
民
文
化
会
館

　
（
３
）県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
・
研
修
会

　
　
　
　
　
　
〈
以
下
上
部
団
体
研
修
〉

　
（
４
）第
41
回
全
国
公
民
館
研
究
集
会

　
　
　
第
59
回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会
栃
木
大
会

　
　
　
　
令
和
元
年
８
月
22
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
23
日（
金
）栃
木
県
宇
都
宮
市

　
（
５
）第
31
回
公
民
館
全
国
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

　
　
　
　

�

令
和
２
年
１
月　

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー　

　
（
６
）関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
理
事
会

　
　
　
　
　
①
令
和
元
年
５
月
28
日（
火
）栃
木
県
宇
都
宮
市

　
　
　
　
　
②
令
和
元
年
11
月
８
日（
金
）理
事
会
・
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
八
重
洲
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
③
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）千
葉
県
船
橋
市

５　
資
料
、刊
行
物
の
発
行
・
斡
旋

　

(

１)

新
潟
県
公
民
館
月
報
の
発
行　
７
９
４
号
～
８
０
５
号

　

(

２)

公
民
館
関
係
資
料
の
発
行

　

(

３)�

月
刊
公
民
館
の
販
売
事
務
に
協
力　
公
民
館
総
合
補
償

制
度
加
入
事
務
に
協
力

　

(

４)

社
会
教
育
、公
民
館
関
係
刊
行
物
の
紹
介
と
斡
旋

６　
社
会
教
育
機
関
・
団
体
と
の
連
携
事
業
、運
動

　

(

１)�

新
潟
県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
課
及
び
各
教
育
事
務
所

社
会
教
育
課
、新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の

事
業
に
協
力

　

(

２)

新
潟
県
社
会
教
育
団
体
懇
話
会
の
事
業
に
協
力

　

(

３)

新
潟
県
生
涯
学
習
協
会
の
事
業
に
協
力

　

(

４)

新
潟
県
立
図
書
館
協
議
会
の
事
業
に
協
力
＊（
斎
藤
）

　

(

５)

新
潟
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
事
業
に
協
力
＊

　

(

６)

あ
し
た
の
新
潟
県
を
創
る
運
動
に
協
力（
浅
間
）

　

(

７)

健
康
づ
く
り
県
民
運
動
に
協
力

　

(

８)

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
協
力
＊

　

(

９)

新
潟
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
会
議
の
運
動
に
協
力

　

(

１０)

人
権
擁
護
運
動
に
協
力

　

(

11)

新
潟
県
読
書
推
進
運
動
協
議
会
の
事
業
に
協
力
＊（
恋
塚
）

　

(

１2)

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
に
協
力

　

(

13)

新
潟
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
の
事
業
に
協
力
＊（
浅
間
）

　

(

１4)

深
め
よ
う
絆
に
い
が
た
県
民
会
議
の
事
業
に
協
力

　

(

１5)

新
潟
県
同
和
教
育
推
進
協
議
会
の
事
業
に
協
力
＊（
斎
藤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

＊
委
員
委
嘱
団
体（　
）内
は
担
当
役
員

　
　
特
別
委
嘱

　
　
　
新
潟
県
社
会
教
育
委
員（
米
山
）

　
　
　
新
潟
県
高
齢
者
大
学
運
営
委
員（
広
瀬
）

　
　
　
新
潟
県
地
域
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
委
員（
広
瀬
）

　
　
大
会
来
賓

　
　
　
新
潟
県
社
会
教
育
研
究
大
会（
恋
塚
）

　
　
　
新
潟
県
民
福
祉
大
会（
恋
塚
）

　
　
　
新
潟
県
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
会（
浅
間
）

№794（第３種郵便物認可） 	 平成31年４月15日 
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録

企
画
に
あ
た
っ
て

　

シ
ニ
ア
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
は
、老
後
の
準
備
講
座
と
し
て
３

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
小
千
谷
の
文
化
や
歴
史
、先
人

に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、受
講
者
の
仲
間
づ
く
り
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。

　
30
年
度
は
、市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
用
し
て
、小
千
谷

各
地
域
の
現
地
学
習
を
中
心
に
年
間
５
回
講
座
を
実
施

し
ま
し
た
。
時
間
を
、昼
食
を
挟
み
午
前
10
時
～
午
後

２
時
と
し
、よ
り
交
流
が
深
ま
る
よ
う
に
設
定
し
ま
し

た
。
全
回
参
加
を
基
本
に
20
人
募
集
し
た
と
こ
ろ
、希

望
者
が
多
く
、25
人
に
増
員
し
、ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

講
座
の
様
子

　
第
１
回  「
開
講
式・ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　

開
講
式
で
、開
催
の
目
的
を
説
明
し
ま
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、お
ぢ
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
会
長
か
ら
、小
千

谷
の
魅
力
に
つ
い
て
講

話
を
し
て
い
た
だ
き
、

後
半
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
、学
習
し
た
い
こ

と
や
行
き
た
い
所
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
小
千

谷
の
魅
力
を
再
認
識

し
、学
習
へ
の
意
欲
が

高
ま
り
ま
し
た
。

　
第
２
回  「
若
栃
地
域
の
魅
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
目・耳・口
で
知
ろ
う
！
」

　

中
越
大
震
災
後
、過

疎
化
が
進
ん
だ
中
山
間

地
の
地
域
復
興
に
取
り

組
ん
で
い
る
団
体
の
代

表
の
講
話
を
聞
き
、地

域
復
興
に
か
け
る
思
い

や
苦
労
話
に
と
て
も
共

感
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、団
体
で
経
営
し

て
い
る
農
家
民
宿
や
蔵

バ
ー
で
の
見
学
や
昼
食
を
楽
し
み
、交
流
し
ま
し
た
。

午
後
は
、地
域
の
景
観
と
伝
説
の「
真
人
む
じ
な
の
穴
」

の
見
学
を
し
、初
回
の
現
地
学
習
を
終
え
ま
し
た
。

　
第
３
回  「
東
山
地
域
の
自
然
や
人
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
魅
力
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！
」

　

東
山
は
、錦
鯉
や
闘

牛
が
有
名
で
す
が
、昨

年
ま
で
に
学
習
し
て
い

ま
し
た
の
で
、今
回
は

自
然
や
人
々
に
し
ま
し

た
。
金
倉
山
を
中
心
と

し
た
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
を
味
わ
い
、そ
の
途

中
で
、木
喰
観
音
を
抱

き
な
が
ら
管
理
人
の
方

の
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

中
越
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
塩
谷
地
区
の
地

域
づ
く
り
組
織
の
代
表
か
ら
、活
動
拠
点
芒
種
庵
で
、大

学
生
と
の
交
流
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
様
子
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
住
民
セ
ン
タ
ー
で
農
家
民
宿
の
特

製
弁
当
を
い
た
だ
き
、受
講
生
も
、少
し
ず
つ
顔
見
知
り

に
な
り
、話
が
弾
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
こ
で
活
動
し
て
い
る
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
代
表
か
ら

手
作
り
遊
具
や
施
設
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、一
同
、

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
４
回  「
岩
沢
地
域
の
文
化
財
や

　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！
」

　
８
月
の
暑
い
時
期
で
あ
り
高
齢
者
の
健
康
に
留
意
し

な
が
ら
の
現
地
学
習
と

な
り
ま
し
た
。
市
の
文

化
財
で
あ
る
山
城
跡
、

桂
林
で
の
見
学
で
は
、

意
見
を
交
わ
す
な
ど
積

極
的
な
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
農
家
民
宿
で
昼

食
を
と
り
な
が
ら
、地

域
活
性
の
共
同
体
の
副

代
表
か
ら
地
域
づ
く
り

の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
暑
い
中
で
し
た
が
、

棚
田
や
飯
山
線
の
列
車
の
姿
に
心
が
癒
さ
れ
る
現
地
学

習
で
し
た
。

　
第
５
回  「
深
地
城
址
か
ら
小
千
谷
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴
史
を
探
ろ
う
！
」

　

こ
れ
ま
で
の
中
山
間

地
で
は
な
く
市
の
中
心

地
の
現
地
学
習
で
し

た
。深
地
城
の
歴
史
、崖

に
い
く
つ
も
見
ら
れ
る

謎
の
洞
窟
、戊
辰
戦
争

に
絡
ん
だ
歴
史
的
施
設

を
受
講
者
で
も
あ
る
図

書
館
長
や
地
元
の
方
を

講
師
に
多
方
面
か
ら
切

り
込
ん
だ
学
習
と
な
り
ま
し
た
。
昼
食
時
は
、河
井
継

之
助
が
小
千
谷
談
判
決
裂
後
に
昼
食
を
取
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
料
亭
で
、歴
史
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
、弁
当

を
味
わ
い
ま
し
た
。

講
座
を
振
り
返
っ
て

　

30
年
度
は
、多
く
参
加
が
あ
り
、実
際
に
現
場
で
、五

感
を
働
か
せ
、小
千
谷
の
各
地
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら「
こ
れ
か
ら
は
、市
外
か
ら

来
た
友
人
に
、い
ろ
い
ろ
な
場
所
や
も
の
を
紹
介
で
き

る
。」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
５
回
通
し
て
の
講
座
だ
っ
た
の
で
徐
々
に
顔
見
知
り

に
な
り
、終
了
後
、懇
親
会
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、現
地
学
習
の
時
間
が
制
約
さ
れ
、バ
ス
に

乗
っ
て
い
る
時
間
も
多
く
、学
習
す
る
に
は
窮
屈
な
面
も

あ
り
ま
し
た
。受
講
者
の
中
か
ら
も
、「
も
っ
と
、話
を
聞

き
た
か
っ
た
。」「
交
流
す
る
場
が
少
な
か
っ
た
。」と
い

う
声
も
あ
り
、内
容
を
精
選
し
、じ
っ
く
り
学
習
し
、そ

こ
で
多
様
な
形
態
で
交
流
す
る
こ
と
も
必
要
で
し
た
。

　

今
後
は
、そ
れ
ら
の
点
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、受

講
者
が
よ
り
主
体
性
を
持
て
る
よ
う
に
、工
夫
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
小
千
谷
市
公
民
館　
渡
邊
善
則
）
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小千谷市公民館

 ～市内各地の自然・文化に触れ、
� 小千谷のよさを発見しよう！～



7

CirCle
サークル交流

　上越市立保倉地区公民館に昨年の
４月から勤務されている、髙橋精一さ
んを紹介します。
　何事にも真面目な高橋さんですが、
特に力を入れているのが、月１回の
ペースで発行する「公民館だより」で
す。公民館の近況を発信するほか、地域行事の様子を取材
し、活躍する地元の方々に日が当たるよう、日々工夫し、
知恵を絞って取材と編集にあたっています。
　そのおかげか、固定化されがちであった公民館利用者
の層が広がり、今や地域からの信頼も厚く、頼りにされる
存在です。
　記者としての一面を持つほか、講座では、一人三役をこ
なす髙橋さん。公民館主事として進行の傍ら、ご自身も熱
心に受講され、自慢のカメラを片手に写真や動画を撮影
し、参加者が講座の内容をいつでも復習できるよう記録
しています。
　そうした努力もあって、動画を使って自主練習をして
いたレクダンスの講座から自主グループが立ち上がり、
公民館にまた一つ賑わいが増えました。
　公民館にとって今年はどんな１年になるのでしょう
か。髙橋さんの活躍に乞うご期待です。
�（上越市教育委員会社会教育課（中央公民館）主事　丸山　聖乃　記）

上越市立保倉地区公民館

公民館主事　髙橋　精一さん

　聖籠町の町民会館に勤務
している宮下純一さんを紹
介します。同僚からは〝ジュ
ンさん〟の愛称で親しまれて
おり、平成29年度から、公民館と体育館、文化会館の複
合施設の当館に配属され、今年で２年目となります。
　仕事では、社会体育に社会教育、施設管理など、八
面六臂の活躍をしています。また、毎月発行している
『社会教育だより』を担当し、編集長としてその辣腕
を振るっています。締め切り前になると原稿の催促
や原稿のチェックに戦々恐々とする者も・・・。
　一方で、仕事を離れるとジュンさんは、町民会館の
柔剣道場で剣道の竹刀を振るい、また休日は白銀の
世界でスノーボードのターンを決めています。
　そんな多忙多趣味なジュンさんの一日の締めくく
りはお酒。飲み会で乾杯すると、一気にジョッキの中
身を飲み干します。その後もノンストップ、夜がふけ
るまで飲み続けるのでした。
�（聖籠町町民会館  石田  守之（文）／高橋明公子（画））

聖籠町　町民会館

主任　宮下　純一さん

あ
せ
ら
ず
、ゆ
っ
く
り
、

楽
し
み
な
が
ら

版
画「
す
ろ
ー
会
」

　

版
画「
す
ろ
ー
会
」は
、平
成
17
年

に
阿
賀
町
公
民
館
が
行
っ
た
版
画

教
室
が
終
了
し
、有
志
が「
も
う

ち
ょ
っ
と
続
け
た
い
ね
」と
い
う
こ

と
で
版
画「
す
ろ
ー
会
」を
作
っ
て

始
め
ま
し
た
。

　

当
初
か
ら
の
会
員
は
私
１
人
だ

け
に
な
り
ま
し
た
が
、現
在
７
人
の

会
員
が
、毎
週「
ふ
る
さ
と
学
習
館
」

に
集
ま
っ
て
作
品
作
り
を
し
て
い

ま
す
。

　

彫
刻
刀
を
持
つ
の
は
、小
学
校
の

時
以
来
で
す
。
彫
刻
刀
の
持
ち
方
か

ら
初
め
て
、15
年
に
な
り
ま
し
た
。

15
年
も
や
る
と
、自
分
の
思
い
通
り

に
彫
れ
ま
す
。
頑
張
っ
て
い
る
の

で
、県
展
に
入
選
す
る
人
も
出
て
き

ま
し
た
。
腕
も
あ
が
り
、今
で
は
自

分
の
好
き
な
絵
を
彫
っ
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
会
員
は
町
の
文
化
祭
の
展
示
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
に

は
、県
立
植
物
園
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

展
覧
会
を
行
い
、た
く
さ
ん
の
人
に

見
て
も
ら
い
ま
し
た
。版
画「
す
ろ
ー

会
」は
、年
寄
り
の
会
で
す
か
ら
、あ

せ
ら
ず
、ゆ
っ
く
り
、ゆ
っ
く
り
と
、

楽
し
み
な
が
ら
彫
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
の
年
賀
状
作
り
は
、返
事
が
来
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

　
新
潟
市・懐
か
し
の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

�

代
表　
新
田　
義
法　
記

　
阿
賀
町・版
画「
す
ろ
ー
会
」

�

奥
田　
　
董　
記

に
丁
寧
に
扱
う
レ
コ
ー
ド
か
ら
流
れ

で
る
、ア
ナ
ロ
グ
の
音
は
格
別
で
、

し
ば
ら
く
忘
れ
て
い
た
、あ
の
独
特

な
音
と
時
間
を
若
き
日
の
思
い
出
と

共
に
今
一
度
取
り
戻
し
た
い
昔
を
思

い
出
し
て
音
楽
と
向
き
合
え
る
の
が

レ
コ
ー
ド
の
良
さ
。
こ
れ
は
い
く
ら

技
術
が
進
ん
で
も
ア
ナ
ロ
グ
の
音
に

は
か
な
わ
な
い
だ
ろ
う
。

　
会
場
で
あ
る
白
根
学
習
館
の
ラ
ス

ペ
ッ
ク
ホ
ー
ル（
客
席
５
０
５
席
）

は
、高
音
質
で
音
楽
を
ゆ
っ
た
り
と

楽
し
め
る
空
間
で
、鑑
賞
会
を
重
ね

る
度
に
、参
加
者
は
音
響
の
素
晴
ら

し
さ
に
感
動
し
て
い
る
。

〈
活
動
期
間
〉

　
毎
月
第
２
木
曜
日　
午
後
１
時
半

～
３
時　
年
間
、全
12
回
開
催
。

〈
入
会
及
び
、お
問
い
合
わ
せ
先
〉

　
☎
０
２
５
‐
３
７
２
‐
２
５
３
５

�

近
藤
利
夫
ま
で

ア
ナ
ロ
グ
の
響
き
再
び

懐
か
し
の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

　

愛
好
者
が
集
ま
っ
て
立
ち
上
げ

た
、真
空
管
ア
ン
プ
で
レ
コ
ー
ド
鑑

賞
す
る
会「
ア
ナ
ロ
グ
の
響
き
再
び
」

は
、白
根
学
習
館
の
ラ
ス
ペ
ッ
ク

ホ
ー
ル
を
会
場
に
毎
月
１
回
開
催

し
、毎
回
約
20
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、１

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

ほ
こ
り
や
、傷
が
付
か
な
い
よ
う
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年
度
末
の
お
忙
し
い
中
ご
寄
稿
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、私
自
身
も
新
年
度
を
迎
え
、

気
分
も
新
た
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

（
広
瀬
）

　

す
っ
か
り
春
ら
し
く
な
り
ま
し

た
。
我
が
家
の
庭
の
植
物
も
色
と
り

ど
り
に
咲
き
乱
れ
、花
壇
を
明
る
く

し
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

公
民
館
月
報
4
月
号
発
行
に
際
し
、

編
集
後
記

美しい国土と豊かな環境を未来の世代に
　過疎地域には、安全・安心な食料や水の供給、エネルギー
の提供、国土の保全、災害の防止、地球温暖化の防止等のほか、
都会の人々のやすらぎや教育の場として、国民全体の安全・
安心な生活を支える極めて重要な公益的機能があります。
　私たちは、過疎問題の解決を国民全体の課題と捉え、継続
した取り組みが必要であると考えています。

新潟県過疎地域自立促進協議会
会長（出雲崎町長）　小　林　則　幸
新潟市中央区新光町4-1　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　　FAX 025（285）1609

　　◆新潟県内の過疎市町村（14市町村） 
　　　長岡市、上越市、柏崎市、十日町市、村上市、糸魚川市、妙高市、佐渡市、 
　　　魚沼市、阿賀町、出雲崎町、津南町、関川村、粟島浦村

石
澤
憲
一
郎

（
津
南
町
）

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

気

す

元

で

か

お
生
涯
学
習
推
進
職
員
の 

た
め
の「
基
礎
研
修
会
」 

開
催

　

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、令
和
元
年
度
の
事

業
と
し
て
次
の
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

令
和
元
年
度「
基
礎
研
修
会
」

◆
講
義
と
演
習

　
第
1
回　
4
月
26
日（
金
）

　
「
学
び
の
本
質
を
問
う
」

　
～
自
分
を
見
つ
め
、

　
　
　
　
自
分
を
生
か
す
～

　
「
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
～
協
働
を
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
に
～
」

　
講
師：佐
々
木
英
和　
氏

�

（
宇
都
宮
大
学　
教
授
）

　
第
2
回　
5
月
20
日（
月
）・

　
第
3
回　
5
月
29
日（
水
）

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
間
行

動
と
心
理
を
学
ぶ
～
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
で
よ
り
よ
く
生
き
る

た
め
に
は
～
」

　
「
調
査
研
究
法
に
基
づ
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
開
発
」

　
講
師：高
橋　
尚
也　
氏

�

（
立
正
大
学　
准
教
授
）

　
第
4
回　
6
月
19
日（
水
）

　
「〈
体
験
か
ら
学
ぶ
〉事
業
の

改
善
に
向
け
て
フ
ミ
ダ
ス
一
歩

～
関
わ
り
の
中
か
ら
学
び・
気

づ
く
チ
カ
ラ
～
」

　
講
師：杉
山　
茂
一　
氏

　
　
　
（
石
山
地
区
公
民
館

�

社
会
教
育
主
事
）

　
「
事
業
改
善
と
開
発
の
実
践

～
館
を
支
え
、地
域
を
支
え
る

気
概
～
」

　

講
師：
熊
谷
い
み
子　

氏　

　
　
（
県
立
生
涯
学
習
推
進

�

セ
ン
タ
ー　
相
談
員
）

　
参
加
費　
無
料

　
定　
員　
50
名　

　
�

申
込
み
〆
切

　
　
平
成
31
年
４
月
23
日（
火
）

　
会
場
と
お
問
い
合
わ
せ

　
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

�

担
当　
五
十
嵐　
和
彦

　

�

新
潟
市
中
央
区

�

女
池
南
３
ー
１
ー
２

　
☎
０
２
５
‐
２
８
４
‐
６
１
１
０

●
公
民
館
連
合
会
事
務
局

　
田
原
理
氏（
前
事
務
局
長
）の

退
職
に
と
も
な
い
、新
事
務
員

に
村
木
綾
子
氏
が
任
用
さ
れ
ま

し
た
。

「
新
た
な
視
点
で
活
動
を
！
」

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
図
書
室
に

来
ら
れ
る
方
々
は
小
さ
な
お
子
さ
ん

か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で
年
齢
層
は

様
々
で
す
。
そ
の
中
で
、小
さ
な
お

子
さ
ん
を
連
れ
て
く
る
お
母
さ
ん
た

ち
の「
思
い
」、特
に
子
供
た
ち
を「
自

然
」に
触
れ
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

る
お
母
さ
ん
た
ち
が
意
外
に
も
多
い

こ
と
に
、驚
き
と
と
も
に
嬉
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

昨
年
、自
分
自
身
の
活
動
の
幅
を

広
げ
る
た
め
に「
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ

　

４
年
前
に
退
職
し
た
ば
か
り
の

時
、自
分
の
自
由
な
時
間
を
持
て
る

喜
び
と
そ
の
解
放
感
に
心
躍
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、現
実
に

は
年
老
い
た
両
親
の
こ
と
、今
ま
で

両
親
に
任
せ
き
り
に
し
て
き
た
家
の

様
々
な
仕
事
が
目
の
前
に
次
々
と
現

れ
、自
由
気
儘
な
生
活
は
意
外
に
も

難
し
い
現
実
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、公
民
館
図
書
室
か
ら

お
話
が
あ
り
図
書
室
で
の
仕
事
を
少

し
ば
か
り
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

ク
タ
ー
」の
資
格
を
取
得
し
、自
然

に
親
し
む
こ
と
、木
や
草
花
遊
び
の

楽
し
さ
を
伝
え
る
方
法
な
ど
を
ま

さ
に
模
索
し
て
い
る
そ
の
時
で
し

た
。
そ
し
て
、た
ま
た
ま
図
書
室
で
、

お
母
さ
ん
の
子
供
に
注
ぐ「
思
い
」

に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、子
供
た
ち

が
森
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
び
、木

や
自
然
に
親
し
め
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
自
然
の
中
で
子
供
た
ち
が
元
気
に

遊
ぶ
姿
を
守
り
な
が
ら
、自
分
自
身

も
自
然
と
戯
れ
る
子
供
の
よ
う
に
目

を
輝
か
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、私

は
そ
れ
で
十
分
満
足
な
の
で
す
。

※
お
詫
び
と
訂
正

　

�

月
報
3
月
号
8
ペ
ー
ジ「
お
元
気
で
す
か
」の
お
名
前
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
誤
）杉
浦　
小
夜
子　
（
正
）杉
浦　
小さ

え

こ
枝
子　

　
杉
浦
様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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